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計

特
別

会

保
険
料
の
収
納
状
況
は
。

保
険
年
金
課
長　

現
年
度
分
は
前

年
度
比
０
・
１８
㌽
増
の
９９
・
６１
㌫

で
、
埼
玉
県
内
６３
市
町
村
中
の
２３
位
、

滞
納
繰
越
分
は
３６
・
８７
㌫
で
、
県
内
３３

位
で
あ
る
。

介
護
を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て

い
る
が
、
市
の
対
応
は
。

高
齢
者
福
祉
課
長　

在
宅
生
活
の

希
望
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
事

業
所
の
更
な
る
新
設
な
ど
に
よ
り
、
自

宅
で
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
事

業
を
進
め
て
い
る
。

本
人
や
介
護
者
の
状
況
に
よ
り
訪

問
介
護
（
生
活
援
助
）
が
利
用
で

き
な
い
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と

捉
え
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
か
。

後
期
高
齢
者
医
療

ＱＡ
介

護

保

険

ＱＡＱ

高
齢
者
福
祉
課
長　

介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
ほ
か
、
地
域
支
え
合
い

協
議
会
の
助
け
合
い
隊
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
家
事
支
援
、
社
会
福
祉

協
議
会
の
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ビ
ス
等
の
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
サ
ー
ビ
ス
も
含
め
る

こ
と
に
よ
り
、
生
活
の
支
援
を
し
た
い
。

Ａ
３０
年
度
末
の
区
画
整
理
事
業
の
進

捗
状
況
は
。

区
画
整
理
課
長　

建
物
移
転
は
累

計
２
４
２
戸
で
９７
・
６
㌫
、
仮
換

地
指
定
は
９２
・
３
㌫
、
道
路
築
造
は

９０
・
６
㌫
の
進
捗
と
な
っ
て
い
る
。

一
本
松
土
地
区
画
整
理
事
業

ＱＡ

特
定
健
康
診
査
と
特
定
保
健
指
導

の
状
況
及
び
そ
の
効
果
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

３０
年
度
の

特
定
健
康
診
査
の
受
診
率
は
、

３４
・
７
㌫
で
、
前
年
度
と
比
べ
て
微
減

し
て
い
る
。
特
定
健
康
診
査
受
診
者
の

う
ち
の
該
当
者
に
行
う
特
定
保
健
指
導

の
受
診
率
は
、
年
に
よ
っ
て
上
下
し
て

い
る
。
生
活
習
慣
病
の
予
防
は
、
全
て

の
慢
性
疾
患
の
予
防
に
つ
な
が
る
た
め
、

今
後
も
受
診
率
向
上
策
を
講
じ
る
。

国
民
健
康
保
険

ＱＡ

特別会計決算

　国民健康保険
　　　　歳入　７３億２０１９万円
　　　　歳出　７１億８4２１万円

　後期高齢者医療
　　　　歳入　７億１２６０万円
　　　　歳出　７億１０００万円

　介護保険
　　　　歳入　4２億１5７２万円
　　　　歳出　３９億９９０３万円

　一本松土地区画整理事業
　　　　歳入　２億８555万円
　　　　歳出　２億44０5万円

　若葉駅西口土地区画整理事業
　　　　歳入　３億１３１６万円
　　　　歳出　２億６９７4万円

特　 集　　平 成　３０ 年 度 決 算

教
育
相
談
・
い
じ
め
防
止
対
策
事
業

Ｓ
Ｎ
Ｓ
利
用
の
ル
ー
ル
づ
く
り
に

つ
い
て
の
実
践
提
案
授
業
研
究
会

の
中
身
は
。

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
非
常
に
危
険
な
悪
用

例
を
先
生
か
ら
教
示
し
た
後
、
ど
の
よ

う
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
用
す
れ
ば
安
全
か
を

考
え
さ
せ
る
よ
う
な
授
業
提
案
で
あ
る
。

ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
で
要
支
援

群
と
な
っ
た
子
ど
も
へ
の
対
応
は
。

教
育
セ
ン
タ
ー
所
長　

面
談
や
聞

き
取
り
等
を
す
ぐ
に
実
施
し
て
い

る
。
ハ
イ
パ
ー
Ｑ
Ｕ
テ
ス
ト
の
後
、
こ

れ
の
活
用
の
研
修
会
を
行
っ
て
お
り
、

緊
急
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
子
ど
も

の
共
通
理
解
を
図
っ
た
。

新
体
育
館
整
備
構
想
調
査
事
業

策
定
し
た
構
想
を
ど
う
生
か
す
か
。

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

整
備

構
想
後
の
基
本
計
画
や
導
入
可
能

性
調
査
の
策
定
に
際
し
て
活
用
す
る
。

ＱＡＱＡＱＡ

こ
ど
も
支
援
課
長　

子
ど
も
の
前

で
の
夫
婦
げ
ん
か
も
、
面
前
Ｄ
Ｖ

と
し
て
心
理
的
児
童
虐
待
に
当
た
る
た

め
、
警
察
へ
の
通
報
に
よ
り
児
童
虐
待

と
し
て
通
告
さ
れ
る
例
が
増
え
て
い
る
。

３０
年
度
は
市
民
及
び
職
員
向
け
に
、
Ｄ

Ｖ
や
児
童
虐
待
が
子
ど
も
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
、
今

年
度
は
児
童
虐
待
防
止
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
自
治
会
に
回
覧
し
て
も
ら
っ
た
。

虐
待
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
で

の
未
然
防
止
に
努
め
て
い
る
。

交
通
安
全
設
備
整
備
事
業

市
長
は
、
交
通
安
全
を
重
要
な
施

策
と
し
て
い
る
。
新
た
に
３
か
年

で
行
っ
て
い
る
整
備
と
、
こ
れ
ま
で
の

方
法
に
よ
る
整
備
の
違
い
は
。
ま
た
、

執
行
率
が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

安
心
安
全
推
進
課
長　

３
か
年
に

分
け
て
行
う
施
工
に
つ
い
て
は
、

３０
年
度
に
松
ヶ
丘
と
南
町
の
路
面
標
示

の
補
修
等
を
行
っ
た
。
こ
れ
と
は
別
に
、

自
治
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
か
ら
の
要
望
に

よ
る
危
険
箇
所
の
施
工
を
行
っ
て
い
る
。

執
行
率
が
低
い
の
は
、
設
計
金
額
よ 

り
も
安
価
に
契
約
で
き
た
た
め
で
あ 

り
、
各
地
域
か
ら
の
要
望
や
把
握
し 

て
い
る
危
険
箇
所
は
全
て
工
事
を
し 

た
。防

災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

既
に
更
新
し
た
地
域
の
方
々
か
ら

の
声
や
反
応
は
。

ＡＱＡＱ

安
心
安
全
推
進
課
長　

機
械
の
声

に
よ
る
放
送
に
変
更
し
た
た
め
、

放
送
当
初
は
違
和
感
が
あ
る
等
の
意
見

が
あ
っ
た
。
速
度
の
調
整
等
の
工
夫
を

し
、
聞
き
取
り
や
す
い
放
送
に
努
め
る
。

Ａ

建
設
を
前
提
と
し
た
場
合
、
埼
玉

県
と
は
ど
の
よ
う
な
協
議
を
進
め

る
の
か
。

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
長　

県
の

整
備
動
向
を
注
視
し
、
県
が
整
備

す
る
施
設
と
機
能
が
重
複
し
な
い
よ
う

に
検
討
を
進
め
る
。

ＱＡ


